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西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています
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「三徳の家庭菜園」  ㉞
【甘長トウガラシ】

～～優れた食味で、ボリュウム感があって辛くないトウガラシ～～
　甘長トウガラシは、中南米を原産地とするナス科トウガラシ属トウガラ
シの甘味種で、「万願寺トウガラシ」や「伏見とうがらし」に由来する系統・
品種群です。肉厚で収穫に適したサイズは、果長１１～１５ｃｍ、果径２
～３.５ｃｍ、果重１５～４０ｇと品種によって異なるが、シシトウより
も一回り大きくてボリュウム感があり、食味にも優れています。
　生でサラダにも使えるし、素焼きや炒め物、煮物といずれにも適してい
ます。特に猛暑の夏に、素焼きして出汁醤油とマヨネーズや味噌で食べる
とビールのつまみに最高です。
　整枝は、ピーマンやシシトウと同じで、1番花のついたわき芽は強く伸
びるので、そのまま伸ばし、それより下のわき芽は早めに摘み取ります。
また、主枝の2番花がついた節のわき芽と、最初に伸ばした側枝の1番花
の節のわき芽の計4本を主枝として育てます。
　これらの主枝に合わせて支柱を立てるか、高さ６０ｃｍ程の高さにフラ
ワーネットを張って、主枝が実の重みで裂けないようにします。４本の主
枝を決めたら、それから以降は混み合っている部分の貧弱な側枝を間引い
て、株全体に日が当たるようにします。

　追肥は、１番果の収穫時から始め、
１回当たりのチッソ成分量を１０ａ当た
り２ｋｇ程度として２～３週間間隔で
施します。乾燥は尻ぐされ果の原因に
なるので、畝溝が常に湿った状態にな
るよう管理するなど、かん水を小まめ
に行うと共に、畝の上に麦わら等を敷
いて乾燥防止に努めます。なり疲れで
草勢が低下したら曲がり果等の奇形果が
多くなるので、追肥と共にそれらを早め
に摘果して草勢を回復させましょう。

●４本の主枝が決まり、収穫期に入った甘長
　トウガラシ。
＊枝が実の重みで裂けないように、フラワ
　ーネットを畝面より６０ｃｍ程の高さに
　設置している。畝面には、乾燥防止のた
　めに麦わらを敷いている。
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ペ
ア
５
組
（
10
名
）
の
方
へ
。
希
望
の
方

は
住
所
、
氏
名
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よ
絵
本
ミ
ュ
ー
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ア
ム
」
と
明
記
の
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弟
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ガ
キ
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下
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。８
月
４
日
締
め
切
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希
望
者
多
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抽
選
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よ
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「
し
あ
わ
せ
な
時
間
」
を
テ
ー
マ
に
、

会
場
内
で
は
自
由
に
手
に
と
っ
て
読
み

聞
か
せ
の
で
き
る
絵
本
約
１
０
０
０
冊

を
展
示
。
絵
本
の
世
界
を

立
体
的
に
展
開
。
親
と
子
、

仲
間
同
士
で
感
動
を
共
有

で
き
る
空
間
を
作
り
ま
す
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観
る
だ
け
で
な
く
、
触
っ

た
り
、
耳
を
す
ま
し
た
り

身
体
全
体
を
使
っ
て
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
の
世
界
を
楽
し

め
る
構
成
と
な
っ
て
い
ま

す
。
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山登りだよ人生は！
平治岳　2016.6.6

　大分県のくじゅう連山で、6月 5日夏山シーズンを告げる「山
開き」が行われた。今年は熊本地震の影響を受けて、開催が危
ぶまれたが「風評被害をなくし、安全をアピールしたい」と開
催を決めたそうだ。
　私達はその翌日、登山口をスタートしたものの、雨が降るあ
いにくの天気だ。途中新緑に癒されて山頂直下に到着し、ここ
で天気が回復するのを待つことにした。そしてチャンスと判断
し山頂をアタックしたが、登山道はズルズル状態で最大難所を
クリアして 4時間で平治岳（1643m）に到着した。すると登山
者だけにご褒美が待っていた。
　今年のミヤマキリシマは実に素晴らしく、見事な開花に「す
ご～い最高～！」の歓声が聞こえてきた。
　山仲間で玉名市から参加された西本守さん（70）は「初めて
の経験で感激しています」と話していた。

八女文化連盟写真部　樋口　清人

杉山絵の教室
紅彩会員

松岡　美代子
（筑後市久富）
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。
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描
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よ
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す
る
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と
か
ら
解
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け
る
よ
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し
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。

　

会
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た
ち
の
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方
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話
も
楽
し
く
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後
の
人
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も
張
り
が
出
て
来
ま
し
た
。

　

杉
山
先
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描
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ひ
と

は
す
べ
て
画
家
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描
く
技
術
と
か

方
法
の
き
ま
り
は
一
切
な
い
。
材

料
も
す
べ
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自
由
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い
う
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に
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は
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ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
絵
は
ク
レ
パ
ス
で
描
き
ま

し
た
。
友
人
と
訪
れ
た
『
由
布
岳
』

で
す
。
重
ね
塗
り
を
く
り
か
え
し
、

そ
れ
を
ナ
イ
フ
で
削
り
、
未
知
の

色
彩
の
出
現
に
お
ど
ろ
き
、
よ
ろ

こ
ん
で
い
ま
す
。

　

路
傍
の
一
木
一
草
に
や
ど
る
美

を
発
見
し
、
健
康
な
人
生
を
過
ご

す
た
め
に
、
今
後
も
絵
を
描
き
続

け
る
つ
も
り
で
す
。

　　　福岡県農業大学校　
　　　　嘱託職員　林　三徳


